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高校生が思い描く「未来の北海道」作文コンクール 
実施状況について 

 

１．開 催 趣 旨 
 

  北海道が150 年を目前にした今、北海道で暮らし、限りない未来が広がっている10 代のどさんこ達。 

 200年目の北海道を創っていく中心世代。北海道で暮らす10 代のどさんこは、北海道の歴史、文化、自 

 然、そして今をどう見ているのか、また、50年先には、どんな北海道が望ましいと考えているのか、10  

 代の素直な感性から生まれる「北海道の新しい価値、未来像」を提言してもらう。 

 

２．開 催 概 要 
 
  北海道内の高校に在籍している生徒から「～世界に誇れる～北海道200 年へのプロポーズ」をテーマ 

 に、800 字～ 1,200 字の作文を募集し、高校生の素直な感性で、「50 年後の北海道はこんな北海道に 

 したい」という北海道の将来像、アイディアを提言してもらう。 

  作文の中から優秀な７作品を選び、後日、作者にその内容を発表してもらいます。発表を元に審査を行 

 い、北海道の未来を構想してもらうための活動資金として「北海道みらい奨学金」を提供する。 

 

３．募集期間、募集要項 
 

募集期間 平成29年 7月10日（月） ～ 9月30日（土）（10月31日まで延長） 

テ ー マ ～世界に誇れる～ 北海道200 年へのプロポーズ 

応募資格 北海道内の高校や中等学校後期課程に在学する10 代の生徒 

応募規定 デジタルデータでの応募限定とし、文字数については、 800 字～ 1,200 字とする。 

 

４．作文コンクール応募数及び応募高校 
 

作文応募数 426 件 高校別応募数 16 校 

応募高校名 

札幌東高校、とわの森三愛高校、下川商業高校、江陵高校、長沼高校、札幌龍谷高

校、旭川東高校、札幌南高校、札幌第一高校、池田高校、旭川大学高校、南幌高校、

札幌旭丘高校、札幌藤女子高校、登別明日中等高校、石狩南高校 



５．審査方法、審査基準 
 
 ■ 審査スケジュールについて 

 審 査 日 時 選 考 数 

一次審査 

（書類審査） 
11月6日（月）～11月25日（土） 426件から40件を選考 

二次審査 

（外部審査） 

12月 3日（日） 

札幌駅前ビジネススペース（2-Fスペース） 
40件から7件を選考 

三次審査 

（最終審査） 
2月 3日（土）札幌すみれホテル 

7件によるスピーチ 

コンテストを実施・各賞を決定 

 

 ■ 審査委員について（非公開） 

審 査 名 審 査 委 員 

一次審査（書類審査） ・日本自治ACADEMY理事７名による書類審査 

二次審査（外部審査） 
・日本自治ACADEMY理事長、相談役、グリーンシード21代表、北海道新 

 聞編集委員、北海道教育委員会主幹 

三次審査（最終審査） 
・元北海道酪農学園教授、作文コンクール実行委員長、北海道ブックシェア 

 リング代表理事 

 

 ■ 審査基準について 

 （一次・二次審査、非公開）各項目10ポイント（計50ポイント）で採点 

1 未来のテーマが明確に打ち出されているか。 

2 読み手の心を引きつける内容になっているか。 

3 独創性や創造性が活かされているか。 

4 分かり易い内容になっているか。 

5 文章の組み立てが優れているか。 

 

 （三次審査・スピーチコンテスト）各項目10ポイント（計40ポイント）で採点 

1 北海道200年が強調されているか。 

2 聞き手の心を引きつける内容になっているか。 

3 独創性や創造性が活かされているか。 

4 スピーチの表現力が活かされているか。 

 



 
６．スピーチコンテスト開催概要 
 （北海道とアジアのつきあい方 Part10 フォーラム同時開催） 
 

日  時 平成30年 2月 3日（土）午後４時～ 

場  所 札幌すみれホテル（札幌市中央区北１条西２丁目） 

参加人数 約８０名 

 

開  催  内  容 

1 開会挨拶 日本自治ACADEMY理事長 

2 趣旨説明 作文コンクール実行委員会 

3 三次審査（スピーチコンテスト） ７名によるスピーチコンテスト 

4 
北海道とアジアのつきあい方 Part10フォーラム 

   テーマ「アジアで活躍する北海道の人・企業」 

講師：北洋銀行地域産業支援部 

     副部長 吉田信昭さん 

5 スピーチコンテスト審査発表及び表彰式  

6 閉会挨拶 グリーンシード２１代表 

7 懇親交流会  

 

７．スピーチコンテスト実施方法、出場者 
 
 ■ スピーチコンテスト実施方法 

 ス ピ ー チ 内 容 時間 

1 簡単な自己紹介、応募作文の朗読 3 分 

2 応募作文の補足説明、作文に対する思い、感想など 3 分 

 

 ■ スピーチコンテスト出場者（順不同） 

 タ イ ト ル 氏 名 高 校 名 学 年 

1 
廃棄物から生まれるもの 

～循環型社会による利益～ 
伊藤 絢優 下川商業高等学校 2年生 

2 
祖父の背中を追って 

～私の守るべきもの～ 
加藤 巧也 

とわの森 

三愛高等学校 
2年生 

3 
50年後の看護師像 

～患者さん思いの現場づくりを目指して～ 
堀田 優菜 江陵高等学校 3年生 

4 
50年後の北海道へ 

～アイヌの人々へ、輝きを～ 
北所 昌尚 札幌東高等学校 2年生 



5 
グローバル化への転換 

～外国人の定住促進と農業の再興～ 
小泉理咲子 札幌東高等学校 2年生 

6 
最も若い高齢者の住む北海道 

～北海道の自然を活かした道民の健康づくり～ 
小野 素希 札幌東高等学校 2年生 

7 
北海道新幹線が運ぶ北海道の未来 

～北海道新幹線の今後の役割と可能性～ 
植竹 優喜 札幌東高等学校 2年生 

 

８．審査発表及び北海道みらい奨学金（賞金）について 
 

賞 北海道みらい奨学金 人 数 

グランプリ 10万円 1 名 

準グランプリ 7万円 2 名 

ACADEMY理事長賞 3万円 1 名 

グリーンシード賞 3万円 1 名 

夢ロマン賞 3万円 2 名 

 

９．スピーチコンテスト入賞者一覧 
 

賞 名 タ イ ト ル 氏 名 高 校 名 

グランプリ 
最も若い高齢者の住む北海道 

～北海道の自然を活かした道民の健康づくり～ 
小野 素希 札幌東高等学校 

準グランプリ 

廃棄物から生まれるもの 

～循環型社会による利益～ 
伊藤 絢優 下川商業高等学校 

北海道新幹線が運ぶ北海道の未来 

～北海道新幹線の今後の役割と可能性～ 
植竹 優喜 札幌東高等学校 

ACADEMY 

理事長賞 

50年後の北海道へ 

～アイヌの人々へ、輝きを～ 
北所 昌尚 札幌東高等学校 

グリーン 

シード賞 

祖父の背中を追って 

～私の守るべきもの～ 
加藤 巧也 

とわの森 

三愛高等学校 

夢ロマン賞 

グローバル化への転換 

～外国人の定住促進と農業の再興～ 
小泉理咲子 札幌東高等学校 

50年後の看護師像 

～患者さん思いの現場づくりを目指して～ 
堀田 優菜 江陵高等学校 

 


